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石
原
深
予
著
「
尾
崎
翠
の
詩
と
病
理
」

平

井

華

恵

尾
崎
翠
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
作
品
の
「
詩
精
神
の
高
さ
」
、
そ
し
て
「
非

正
常
心
理
へ
の
関
心
」
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
ら
の
観
点
か
ら
の
作
家
・
作
品
の
分
析
は
多
く
は
な
い
。
本
害
は
、

尾
崎
翠
の
作
品
に
お
い
て
重
要
な
事
項
と
し
て
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、
従
来

研
究
が
深
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
詩
と
病
理
」
の
観
点
か
ら
、
近
年
と
み

に
再
評
価
の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
尾
崎
翠
と
い
う
作
家
お
よ
ぴ
作
品
の
一

方
的
な
「
神
話
化
」
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
立
場
を
と
る
。

本
書
の
構
成
は
、
作
品
論
を
中
心
と
し
た
全
五
章
の
論
考
を
載
録
し
た
論

文
紺
、
お
よ
ぴ
資
科
編
か
ら
成
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

第
一
章
「
「
第
七
官
」
を
め
ぐ
っ
て
1

明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け

る
「
第
七
官
」
」
は
、
翠
の
代
表
作
で
あ
る
小
説
「
第
七
官
界
初
復
」
で
用

い
ら
れ
る
「
第
七
官
」
の
語
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。
石
原
氏
は
、
ま
ず

「
第
七
官
界
祐
径
」
発
表
以
前
の
「
第
七
官
（
感
）
」
の
用
例
を
渉
猟
し
、

「
第
六
官
（
感
）
」
の
用
例
を
も
参
照
し
つ
つ
、
従
来
翠
に
よ
る
造
語
、
あ
る

い
は
仏
教
の
唯
識
論
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
「
第
七
官
」
の
語
誌

を
、
新
た
な
視
点
か
ら
捉
え
直
す
。

第
二
章
「
「
第
七
官
界
祐
径
」
論
ー
「
喪
失
感
」
と
「
か
な
し
み
」
」
は
、

「
第
七
官
界
祐
径
」
の
作
品
論
で
あ
る
。
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
「
第
七

官
」
の
語
誌
を
踏
ま
え
、
作
品
中
に
お
け
る
「
第
七
官
」
の
語
に
つ
い
て
、

紹

介

主
人
公
の
抱
く
「
喪
失
感
」
と
の
関
わ
り
か
ら
論
じ
る
。
加
え
て
、
作
中
に

登
場
す
る
小
道
具
や
芸
術
文
化
、
観
念
的
な
用
語
の
時
代
背
景
の
分
析
か
ら

物
語
内
時
間
を
推
定
し
、
関
東
大
霰
災
を
経
験
し
た
と
想
定
で
き
る
語
り
手

が
抱
く
喪
失
感
や
悲
哀
を
読
み
取
る
こ
と
を
試
み
る
。
本
作
品
を
現
実
の
時

間
軸
で
捉
え
、
作
品
の
解
釈
に
新
た
な
可
能
性
を
開
く
論
で
あ
る
。

第
三
章
「
「
歩
行
」
論
ー
お
も
か
げ
を
吹
く
風
、
耳
の
底
に
聴
い
た
淋

し
さ
ー
」
は
、
小
説
「
歩
行
」
の
作
品
論
で
あ
る
。
石
原
氏
は
、
従
来

「
円
環
構
造
」
の
作
品
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
本
作
品
が
「
直
線

構
造
」
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
着
目
し
、
再
検
討
す
る
。
論
の
焦
点

は
、
主
人
公
で
あ
る
「
私
」
が
、
ち
か
し
い
人
物
と
の
離
別
に
よ
り
抱
い
た

「
喪
失
感
」
で
あ
る
。
「
喪
失
感
」
を
抱
い
た
「
私
」
が
、
一
時
的
に
と
は
い

え
彼
の
「
お
も
か
げ
を
忘
れ
る
」
こ
と
に
至
っ
た
経
緯
の
読
解
か
ら
、
石
原

氏
は
「
お
も
か
げ
を
忘
れ
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
神
経
の
疲
れ
」
を
癒
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
詩
」
を
創
作
す
る
こ
と
や
「
詩
」
を
与
え
る
「
詩

人
」
が
治
療
者
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
と
論
じ
る
。

第
四
章
「
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
論
1

神
経
病
、
反
逆
、
頭
を
打
た
れ
る
こ

と
ー
」
は
、
小
説
「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
の
作
品
論
で
あ
る
。
ま
ず
石
原
氏
は
、

語
り
手
「
私
た
ち
」
の
性
質
、
作
中
に
用
い
ら
れ
る
「
桐
の
花
」
「
こ
ほ
ろ

ぎ
」
の
表
象
へ
の
詩
歌
か
ら
の
影
響
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
が
思
慕
す
る
異
国
の
詩

人
の
物
語
の
三
点
を
中
心
に
、
先
行
作
品
か
ら
の
影
響
を
看
取
す
る
。
ま
た
、

作
中
に
お
け
る
「
神
経
病
に
罹
っ
て
ゐ
る
文
学
」
の
定
義
を
め
ぐ
り
、
病
に

纏
わ
る
不
健
康
で
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
、
新
た
な
創
造
の
可
能
性
を
卒
ん

だ
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
の
両
義
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
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「
頭
を
打
た
れ
る
感
覚
」
の
考
察
で
は
、
作
中
の
モ
チ
ー
フ
の
共
通
性
や
対

照
性
を
通
し
て
、
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
の
抱
え
る
孤
独
を
読
み
取
り
、
「
基
本
的
信

頼
」
の
欠
如
が
彼
女
の
「
神
経
病
」
の
症
状
を
引
き
起
こ
す
と
論
じ
る
。

第
五
章
「
「
地
下
室
ア
ン
ト
ン
の
一
夜
」
論
ー
ロ
シ
ア
文
学
受
容
、
統

合
失
調
症
の
精
神
病
理
を
補
助
線
と
し
て
ー
」
は
、
小
説
「
地
下
室
ア
ン

ト
ン
の
一
夜
」
の
作
品
論
で
あ
る
。
本
小
説
は
、
尾
崎
翠
が
「
統
合
失
調
症

急
性
期
の
状
態
に
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
一
九
三
二
年
八
月
に
発
表
さ
れ
た
作

品
で
あ
る
。
石
原
氏
は
ま
ず
、
尾
崎
翠
が
関
心
を
抱
い
て
い
た
ロ
シ
ア
文
学

の
享
受
の
様
相
を
踏
ま
え
、
人
物
造
形
と
作
品
構
造
の
観
点
か
ら
、
本
小
説

に
チ
ェ
ー
ホ
フ
「
決
闘
」
お
よ
び
エ
ヴ
レ
イ
ノ
フ
「
心
の
劇
場
」
の
影
響
が

見
出
せ
る
と
指
摘
す
る
。
加
え
て
、
本
小
説
に
登
場
す
る
詩
人
土
田
久
作
の

内
面
の
描
写
に
統
合
失
調
症
の
陽
性
症
状
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
酋
及
し
、

そ
の
病
理
を
考
察
す
る
。

終
章
に
お
い
て
は
、
第
五
章
ま
で
の
内
容
の
総
括
に
加
え
、
尾
崎
翠
の
女

子
大
生
時
代
を
回
想
し
た
詩
「
も
く
れ
ん
」
に
お
け
る
「
私
」
の
聴
覚
の
阿

復
お
よ
び
肯
定
的
な
女
詩
人
像
の
回
復
に
つ
い
て
述
べ
る
。

資
料
編
で
は
、
「
新
た
に
確
認
で
き
た
尾
崎
翠
自
身
に
よ
る
書
簡
・
作
品
」
、

「
新
た
に
確
認
で
き
た
同
時
代
評
お
よ
び
同
時
代
人
と
の
関
係
を
示
す
資
料
」

を
挙
げ
る
。
従
来
の
全
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
作
品
を
は
じ
め
、
橋
浦

泰
雄
・
秋
田
雨
雀
ら
同
時
代
人
と
尾
崎
翠
と
の
交
流
や
、
同
時
代
に
お
け
る

作
品
の
評
価
を
裏
付
け
る
資
科
な
ど
、
貴
重
な
資
料
が
豊
富
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
資
料
に
は
、
著
者
に
よ
る
丁
寧
な
解
説
が
付
さ
れ
、
尾
崎
翠
の
人
物

像
を
よ
り
深
く
知
る
手
立
て
と
な
る
。
研
究
上
に
お
い
て
も
、
一
読
者
に

（
ひ
ら
い
・
は
な
え

と
っ
て
も
非
常
に
有
益
な
情
報
で
あ
る
。

本
害
は
「
詩
と
病
理
」
を
軸
と
し
て
尾
崎
翠
の
作
品
を
解
釈
す
る
こ
と
を

主
眼
と
す
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
著
者
が
尾
崎
翠
の
作
品
に
見
出
し
た

「
喪
失
感
」
へ
の
探
求
心
が
あ
る
と
い
う
（
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）
。
論
考
に

お
い
て
も
、
「
喪
失
感
」
へ
の
言
及
は
し
ば
し
ば
あ
り
、
「
詩
と
病
理
」
と
表

衷
を
な
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
著
者
の
一
貫
し
た
問
題
意
識
が
う
か
が
え

る
。
著
者
は
、
抽
象
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
も
、
語
誌
や

先
行
作
品
の
丹
念
な
調
査
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
し
い
視
点
か
ら
読
み
の
可
能

性
を
開
く
。
装
禎
に
小
鳥
と
も
く
れ
ん
の
花
を
配
し
た
灌
洒
な
本
害
は
、
尾

崎
翠
作
品
の
読
者
に
新
鮮
な
発
見
を
与
え
る
一
冊
で
あ
る
。

（
ピ
イ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
、
二

0
一
五
年
三
月
、
三
、
五

0
0
円
＋

税）

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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